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　本研究は、過去に作成された「天文衛星による観測データを用いた宇宙科学教育教材」を用いてプログラミ
ング教材を開発したものである。
　近年、プログラミング教育の重要性が増しており、さらにAI戦略 2019では「全ての大学生が、初級レベルの

数理・データサイエンス・AIを習得」という目標が掲げられている。実際のデータを解析する上で、宇宙科学の
データは広く一般に公開されており入手しやすいという利点があり、また、社会科学のデータと違ってそのデー
タの意味するところも比較的明解である場合が多い。
　そこで、我々は宇宙科学のデータを用いたPythonのプログラミング演習の教材を作成した。これにより、プ

ログラミングの基礎が学べるとともに宇宙科学の学習にもつながる。題材は、「衛星観測データを用いた宇宙科学
（https://www.isas.jaxa.jp/home/ttamura/classroom/）」で公開されている教材のうち、「超高速で回転する中性
子星̶カニパルサーの１日は３３ミリ秒」を用いた。元の教材は GUIで fitsを解析するものであったが、これを
astropyなどを用いて Pythonで解析するものとした。実際に大学３年次の演習で用いており、Pythonの習得に
も適したものとなっている。この教材の概要について報告する。


